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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
水性媒体中に分散された重合体微粒子と無機質充填剤とを含有してなる水性被覆用組成物
であって、該重合体微粒子が、(A) 共役ジオレフィン単量体に由来する繰返し単位を50～
90重量％含有するガラス転移温度が－50℃～－30℃の合成ゴム系重合体粒子 50～90重量
％、及び(B) ゲル含有量が80重量％以下であって、アクリル酸エステル及び／又はメタク
リル酸エステルに由来する繰り返し単位を50重量％以上含有するガラス転移温度が－60℃
～－40℃のアクリル系重合体粒子10～50重量％、を含有してなることを特徴とする耐チッ
ピング用水性被覆用組成物。
【請求項２】
合成ゴム系重合体粒子が、下記単量体(a1)～(a4) (a1) 共役ジオレフィン系単量体、 (a2
) メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量体、
並びに、必要に応じて、 (a3) 分子内にカルボキシル基を有する単量体、及び、さらに必
要に応じて、 (a4) 単量体(a1)～(a3)と共重合可能で該単量体(a1)～(a3)以外の単量体、
を加圧下に水性乳化重合してなるものである請求項１に記載の耐チッピング用水性被覆用
組成物。
【請求項３】
共役ジオレフィン単量体がブタジエンである請求項１又は２に記載の水性被覆用組成物。
【請求項４】
メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量体(a2)
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が、メチルメタクリレート、アクリロニトリル及び／又はスチレンである請求項２に記載
の耐チッピング用水性被覆用組成物。
【請求項５】
メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量体(a2)
の共重合量が、合成ゴム系重合体粒子の重量100重量％に基づいて合計で10～50重量％の
範囲である請求項２又は４に記載の耐チッピング用水性被覆組成物。
【請求項６】
メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量体(a2)
が、メチルメタクリレート、アクリロニトリル及びスチレンから選ばれる少なくとも２種
の単量体を含む請求項２、４又は５に記載の耐チッピング用水性被覆用組成物。
【請求項７】
分子内にカルボキシル基を有する単量体(a3)の共重合量が、合成ゴム系重合体粒子の重量
100重量％に基づいて0.3～10重量％の範囲である請求項２に記載の耐チッピング用水性被
覆用組成物。
【請求項８】
合成ゴム系重合体粒子のゲル含有量が70～95重量％の範囲である請求項１又は２に記載の
耐チッピング用水性被覆組成物。
【請求項９】
合成ゴム系重合体粒子の粒子径が100～300nmの範囲である請求項１又は２に記載の耐チッ
ピング用水性被覆用組成物。
【請求項１０】
アクリル系重合体粒子が、下記単量体(b1)～(b4)、 (b1) 下記一般式(1)、 H2C=CR1HCOOR
2 (1) （ここでR1は、H又はメチル基を表し、R2は、炭素数４～10の直鎖又は分枝鎖アル
キル基を表す）で示され、その単独重合体のガラス転移温度（Tg）が－50℃以下であるア
クリル酸エステル 50～90重量％、 (b2) 分子内にカルボキシル基を有する単量体 0.3～1
0重量％、 (b3) 分子内にヒドロキシル基を有する単量体 1.5～15重量％、 (b4) 上記単
量体(b1)～(b3)と共重合可能で、該単量体(b1)～(b3)以外の共単量体 8.2～48.2重量％、
〔但し、単量体(b1)～(b4)の合計を100重量％とする〕を水性乳化重合してなるものであ
る請求項１に記載の耐チッピング用水性被覆用組成物。
【請求項１１】
アクリル系重合体粒子の粒子径が1000nm以下の範囲である請求項１又は１０に記載の耐チ
ッピング用水性被覆用組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、例えば、マスチック塗料、防音塗料、防振塗料、コーキング材等として用いら
れる水性被覆用組成物に関し、さらに詳しくは、特に、車輛類、殊に自動車の床裏、タイ
ヤハウス、シャーシー、ガソリンタンク、サスペンション等の室外板金加工部材の飛石な
どによる擦傷、いわゆる「チッピング」から該板金加工部材を保護するために使用される
、耐チッピング性、金属加工部材への密着性、塗膜の均一性及び平滑性、耐水性、耐ガソ
リン性、耐衝撃性、防音性などの諸性能に優れ、さらに一度塗装に用いた後の残液を廃棄
することなく、新規な水性組成物をつぎ足して使用することのできる（以下、このような
性質をリサイクル性ということがある）、合成ゴム系重合体粒子及びアクリル系重合体粒
子の混合物をベースとする耐チッピング性水性被覆用組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えば自動車などの車輛類の室外板金加工部材に用いられる水性の耐チッピング用
被覆剤として、ゴム系ラテックスやアクリル系共重合体エマルジョンなどの水性樹脂分散
液をビヒクルとし、炭酸カルシウム、タルクなどの無機質充填剤を配合したものが知られ
ている。これらの被覆剤は、適宜増粘されてエアレススプレー等の手段により金属基材に
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塗工されることが多い。
【０００３】
このような水性被覆剤に要求される性質としては、該被覆剤が塗装に適した粘度及び粘性
に調整できること；一回の塗工で比較的厚い塗膜を形成させることができ、且つその乾燥
に際して形成される塗膜にフクレやクラックが生じないこと；形成される塗膜が板金加工
部材（金属基材）に対して優れた密着性を有すること；形成された塗膜が高いゴム弾性を
有して耐チッピング性に優れており、仮に塗膜に傷が付いても下地の金属基材の錆の発生
を極力防止しうること；塗膜が寒冷地などの低温条件下においても十分な耐衝撃性を保持
すること；特に最近の環境への配慮や厳しい経済情勢に鑑みて、塗装後、塗装ブースの壁
面などにかなり多量に付着した塗装剤の回収して、新たな塗装剤を添加することにより再
使用することが可能で、所謂、リサイクル性に優れていること。これにより塗装剤の利用
効率を高めることができ、塗装ブースの洗浄に伴う排液の量を減少させ及び／又は濃度を
低下させることができ、排液処理に掛かる経費が削減できること；などがある。
【０００４】
これら前記の水性被覆剤のうち、アクリル系共重合体水性樹脂分散液をベースとしたもの
は、例えば、特開昭53－64287号公報、特開昭59－75954号公報、特開昭62－230868号公報
、特開昭63－10678号公報、特開昭63－172777号公報などに開示されている。
【０００５】
これらのアクリル系水性被覆剤は、一般に比較的良好な粘度特性を示し、前記のエアレス
スプレー塗工性にも優れており、一回の塗工で比較的厚い塗膜を形成させることが可能で
あり、またしばしばある程度のリサイクル性を具備してはいるものの、一般に板金加工部
材への密着性が必ずしも十分であるとはいい難いものが多い。そして特に最近では、自動
車等の製造に際して従来から使用されてきた板金加工部材の金属基材である鉛－錫合金メ
ッキ鋼板（所謂タンシート鋼板）の使用が、鉛の毒性の観点から問題視され、代わりにア
ルミニウムメッキ鋼板、錫－亜鉛メッキ鋼板などが使用されるようになってきているが、
これらの金属基材は、従来のタンシート鋼板に比較して被覆剤の密着性が不十分となりが
ちで、従来のアクリル系共重合体水性樹脂分散液をベースとした水性被覆剤では、このよ
うな金属基材に対する密着性は極めて劣悪なものとなることが多い。
【０００６】
一方、ビヒクルとしてゴム系ラテックスを用いた耐チッピング用水性被覆剤が、例えば、
特開昭57－180617号公報、特開昭59－75954号公報、特開昭59－129213号公報などに開示
されている。
【０００７】
しかしながら、これら公報に記載されたラテックスを用いた耐チッピング用水性被覆剤は
、その塗工に際してその粘性のため一回の塗工で厚い塗膜を形成することが容易ではなく
、その点の改良のため増粘すると、今度はその粘度挙動に問題があって、スプレー塗装な
どによる均質な塗膜の形成が容易ではなく、特に縦にした基材に対する塗工では形成され
たばかりの塗膜が滑って落ちてしまうスリップ現象が起こりやすいなどの問題がある。ま
たラテックス系の耐チッピング用水性被覆剤では、一般にその機械的安定性が不十分であ
るものが多く、リサイクル性はほとんど期待できない。
【０００８】
また、ビヒクルとしてゴム系ラテックスに他の共重合体を配合したものを用いた耐チッピ
ング用水性被覆剤も知られており、例えば、特開昭54－52139号公報には、ビヒクルとし
て、スチレン－ブタジエン共重合樹脂に、塩化ビニル－酢酸ビニル－不飽和二塩基酸共重
合体樹脂及び低分子液状ポリマーそれぞれ特定量配合したものを用いることが提案されて
いる。
【０００９】
しかしながら、上記公開公報の実施例においては、塩化ビニル－酢酸ビニル－不飽和二塩
基酸共重合体樹脂として粉末形状のものが用いられているが、該共重合体樹脂粉末は分散
が容易でなく、得られる塗膜は板金加工部材に対して密着性が十分ではなく、耐チッピン
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グ性も不十分であることがわかった。
【００１０】
さらに、例えば、特開平２－28269号公報では、耐チッピング用水性被覆剤における基体
樹脂（ビヒクル成分）として、スチレン、ブタジエン及びアクリル系モノマーのエマルジ
ョン重合により形成される、ガラス転移温度が０℃以下で且つブタジエン含量が共重合体
100重量部当たり５～50重量部である共重合体を用いることが提案されている。
【００１１】
しかしながら、上記公開公報の実施例によれば、上記基体樹脂は、スチレン－ブタジエン
ゴムラテックスの存在下にアクリル系モノマーを乳化重合して調製されているが、本発明
者らが該実施例に記載の方法に従って共重合体の調製を試みたところ、スチレン－ブタジ
エンゴムラテックスの存在下でのアクリル系モノマーの乳化重合時に、該ゴムラテックス
中のブタジエン単位に由来する残存二重結合に対してアクリル系モノマーがグラフト重合
するため、所望とするゴム弾性をもつ共重合体が得られず、固くて脆い共重合体が得られ
るのみであった。
【００１２】
さらにまた、自動車部品のうちシャーシー、ガソリンタンク、サスペンション等のボディ
ー以外の部品への耐チッピング用被覆剤の塗装は、一般にボディーの塗装ラインとは別の
ラインで行われるが、特に最近では自動車製造コストの低減化を目的に、該塗装ラインの
塗装被膜焼付温度を、例えば100℃以下などの比較的低温とする試みがなされており、こ
の場合、フクレ発生の問題はほとんど回避できるという利点があるものの、該被覆剤のこ
れら部品に対する密着性が一層低下するという問題点があることも判明した。
【００１３】
【発明が解決すべき課題】
本発明者らは、塗装後の残液のリサイクル性に優れていること；エアレススプレーなどに
よる塗工性に優れていること；均一で平滑な塗膜が得られること；得られる塗膜の金属基
材、従来からの鉛－錫合金メッキ鋼板（タンシート鋼板）は元より、最近多用されるよう
になったアルミニウムメッキ鋼板、錫－亜鉛メッキ鋼板などの金属基板に対しても優れた
密着性を有すること；優れた、常態、耐水性及び耐溶剤性の耐チッピング性を有すること
；などの耐チッピング用被覆剤としての諸特性をバランスよく兼備する水性被覆用組成物
を提供することを目的に鋭意研究を行った。
【００１４】
その結果、水性被覆用組成物のビヒクル成分として、共役ジオレフィン、例えばブタジエ
ンに、メチルメタクリレート、アクリロニトリル、スチレンなどを共重合した、ガラス転
移温度（Tg）が－20℃以下、例えば－40℃程度の合成ゴム系重合体水性分散液を用い、こ
れにTgが０℃以下、例えば－30℃程度のアクリル系重合体水性分散液を特定量併用するこ
とにより、前記の課題をことごとく解決することができることを見出し、本発明を完成し
た。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
かくして本発明によれば、水性媒体中に分散された重合体微粒子と無機質充填剤とを含有
してなる水性被覆用組成物であって、該重合体微粒子が、
【００１６】
(A) 共役ジオレフィン単量体に由来する繰返し単位を50～90重量％含有するガラス転移温
度が－20℃以下の合成ゴム系重合体粒子 50～90重量％、及び
【００１７】
(B) アクリル酸エステル及び／又はメタクリル酸エステルに由来する繰り返し単位を50重
量％以上含有するガラス転移温度が０℃以下のアクリル系重合体粒子10～50重量％
を含有してなることを特徴とする水性被覆用組成物が提供される。
【００１８】
なお、本明細書において、「水性媒体中に分散された重合体微粒子」、「合成ゴム系重合
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体粒子」及び「アクリル系重合体粒子」なる表現は、水性媒体中に分散された重合体の微
粒子であって、その平均粒子径が、通常1000nm以下、好ましくは50～800nm程度の分散粒
子をいい、必ずしも乳化重合によって得られる重合体粒子だけを意味するものではない。
【００１９】
以下、本発明の水性被覆用組成物についてもさらに詳細に説明する。
【００２０】
【発明の実施の形態】
【００２１】
〔合成ゴム系重合体粒子(A)〕
本発明の水性被覆用組成物におけるビヒクルの必須成分である合成ゴム系重合体粒子(A)
は、共役ジオレフィンに由来する繰返し単位を、合成ゴム系重合体の重量を基準にして50
～90重量％、好ましくは50～75重量％、さらに好ましくは55～80重量％の割合で含有する
ゴム弾性をもつ共重合体から構成されるものである。
【００２２】
このような合成ゴム系重合体は、それ自体既知の合成ゴム系重合体ラテックスの製造法と
同様の方法に従い、例えば、
【００２３】
(a1) 共役ジオレフィン系単量体と、
(a2) メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量
体を、好ましくは、
(a3) 分子内にカルボキシル基を有する単量体（以下、カルボキシル基含有単量体という
ことがある）、及び、さらに必要に応じて、
(a4) 他の共重合可能な単量体、
と共に、加圧下に水性乳化重合することにより形成せしめることができる。
【００２４】
上記共役ジオレフィン系単量体(a1)としては、例えば、ブタジエン、インプレン、クロロ
プレン等から選ばれる１種又は２種以上の単量体が挙げられ、特にブタジエンが好適であ
る。
【００２５】
共役ジオレフィン系単量体(a1)の共重合量は、合成ゴム系重合体粒子の重量100重量％に
基づいて、一般に50～90重量％、さらには55～80重量％、特には60～70重量％であること
が好ましい。該共重合量が該上限値以下であれば、十分なゴム弾性を有する塗膜が得られ
るので好ましく、一方該下限値以上であれば該塗膜の基材への密着力が十分なものとなる
ので好ましい。
【００２６】
また、前記メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル
単量体(a2)において、メタクリル酸エステル単量体としては、例えば、メチルメタクリレ
ート等を例示することができ、シアン化ビニル単量体としては、例えば、アクリロニトリ
ル、メタクリロニトリル等を例示することができ、アクリロニトリルの使用が好ましい。
さらに芳香族ビニル単量体としては、例えば、スチレン、α-メチルスチレン、ビニルト
ルエン、エチルビニルベンゼン等が挙げられ、スチレンの使用が好ましい。
【００２７】
これらメタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香族ビニル単量
体(a2)は、それぞれ単独で又は２種以上組み合わせて使用することができるが、得られる
塗膜の基材への密着性及びゴム弾性の優秀さ等の観点から、２種以上組み合わせて使用す
ることが好ましく、３種以上組み合わせて使用することがさらに好ましい。また該単量体
成分(a2)の中には、必須成分としてメタクリル酸エステル単量体（特にメチルメタクリレ
ート）が含有されていることが好ましい。
【００２８】
これらの単量体(a2)の共重合量は、合成ゴム系重合体粒子の重量100重量％に基づいて、
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合計で、一般に10～50重量％、さらには20～40重量％、特には25～35重量％の範囲である
ことが好ましい。該共重合量が該上限値以下であれば、十分なゴム弾性を有する塗膜が得
られるので好ましく、一方該下限値以上であれば、該塗膜の基材への密着性が十分なもの
となるので好ましい。
【００２９】
さらに、好適な場合において用いられるカルボキシル基含有単量体(a3)には、遊離の形態
又は塩もしくは無水物の形態でありうるカルボキシル基を１分子中に１又は２個有するα
,β-エチレン性不飽和単量体が包含され、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン
酸等の炭素数３～５のα,β-不飽和モノカルボン酸；シトラコン酸、イタコン酸、マレイ
ン酸、フマル酸等の炭素数４～５のα,β-不飽和ジカルボン酸又はそれらの無水物もしく
は炭素数１～12のモノアルキルエステル（例えば、モノエチルエステル、モノ-n-ブチル
エステルなど）；或いはこれらカルボン酸の塩（例えばアンモニウム塩、アルカリ金属塩
など）を例示することができる。これらの単量体もそれぞれ単独で又は２種以上組み合わ
せて使用することができる。これらのカルボキシル基含有単量体のうち、特に好適に使用
しうるものとしては、アクリル酸、メタクリル酸及びイタコン酸を挙げることができる。
【００３０】
上記のカルボキシル基含有単量体(a3)の共重合量は、合成ゴム系重合体粒子の重量100重
量％に基づいて、一般に0.3～10重量％、さらには１～７重量％、特には２～５重量％の
範囲であることが好ましい。該共重合量が該上限値以下であれば、得られる塗膜の耐水性
が十分なものとなるので好ましく、一方該下限値以上であれば、エアレススプレーなどに
よる塗工性に優れており、また塗料時に必要となる十分な機械的安定性が得られるので好
ましい。
【００３１】
本発明で使用される合成ゴム系エマルジョン重合体粒子は、以上に述べた共役ジオレフィ
ン系単量体(a1)と、メタクリル酸エステル単量体、シアン化ビニル単量体及び／又は芳香
族ビニル単量体(a2)を必須の単量体成分とし、これにさらに好ましくはカルボキシル基含
有単量体(a3)を組み合わせて共重合させることによって製造することができるが、合成ゴ
ム系重合体ラテックスの製造に際してしばしば行われているように、必要に応じてさらに
、前記単量体(a1)～(a3)と共重合可能で該単量体(a1)～(a3)以外の単量体(a4)〔以下、単
に共単量体(a4)ということがある〕を共重合させることもできる。
【００３２】
そのような共単量体(a4)としては、例えば次のものが挙げられる。
▲１▼　アクリル酸エステル及び前記単量体(a2)以外のメタクリル酸エステル：例えば、
メチルアクリレート、エチルアクリレート、n-ブチルアクリレート、イソブチルアクリレ
ート、n-オクチルアクリレート、イソオクチルアクリレート、2-エチルヘキシルアクリレ
ート、イソノニルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、n-ブチ
ルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、n-ヘキシルメタクリレート、n-オクチル
メタクリレート、n-ドデシルメタクリレートなどのアクリル酸もしくはメタクリル酸の炭
素数１～18のアルキルエステル。
【００３３】
▲２▼　架橋性官能基を少なくとも１個含有するラジカル重合性不飽和単量体：例えば、
アクリルアミド、メタクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、N-メチロールアクリル
アミド、N-メチロールメタクリルアミド、N-n-ブトキシメチルアクリルアミド、N-i-ブト
キシメチルアクリルアミド、N,N-ジメチルアクリルアミド、N-メチルアクリルアミド等の
アミド基もしくは置換アミド基含有単量体；例えば、アミノエチルアクリレート、N,N-ジ
メチルアミノエチルアクリレート、N,N-ジエチルアミノエチルアクリレート、N,N-ジメチ
ルアミノエチルメタクリレート、N,N-ジエチルアミノエチルメタクリレート等のアミノ基
もしくは置換アミノ基含有単量体；
【００３４】
例えば、2-ヒドロキシエチルアクリレート、2-ヒドロキシプロピルアクリレート、2-ヒド
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ロキシエチルメタクリレート、2-ヒドロキシプロピルメタクリレート、アリルアルコール
、メタリルアルコール、ポリエチレングリコールモノアクリレート、ポリエチレングリコ
ールモノメタクリレート等のヒドロキシル基含有単量体；
【００３５】
例えば、2-メトキシエチルアクリレート、2-エトキシエチルアクリレート、2-n-ブトキシ
エチルアクリレート、2-メトキシエトキシエチルアクリレート、2-エトキシエトキシエチ
ルアクリレート、2-n-ブトキシエトキシエチルアクリレート、2-メトキシエチルメタクリ
レート、2-エトキシエチルメタクリレート、2-n-ブトキシエチルメタクリレート、2-メト
キシエトキシエチルメタクリレート、2-エトキシエトキシエチルメタクリレート、2-n-ブ
トキシエトキシエチルメタクリレート、メトキシポリエチレングリコールモノアクリレー
ト、メトキシポリエチレングリコールモノメタクリレート等の低級アルコキシル基含有単
量体；
【００３６】
例えば、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、グリシジルアリルエーテ
ル、グリシジルメタリルエーテル等のエポキシ基含有単量体；アリルメルカプタン等のメ
ルカプト基含有単量体；
【００３７】
例えば、ビニルトリクロロシラン、ビニルトリブロモシラン、ビニルトリメトキシシラン
、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリ-n-プロポキシシラン、ビニルトリ-i-プロポキ
シシラン、ビニルトリ-n-ブトキシシラン、ビニルトリス(2-メトキシエトキシ)シラン、
ビニルトリス(2-ヒドロキシメトキシエトキシ)シラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビ
ニルジエトキシシラノール、ビニルエトキシシラジオール、ビニルメチルジエトキシシラ
ン、ビニルジメチルエトキシシラン、ビニルメチルジアセトキシシラン、アリルトリメト
キシシラン、アリルトリエトキシシラン、3-メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
、3-アクリロキシプロピルトリエトキシシラン、3-メタクリロキシプロピルトリス(2-メ
トキシエトキシ)シラン、3-メタクリロキシプロピルメチルジエトキシシラン、3-メタク
リロキシプロピルジメチルエトキシシラン、3-アクリロキシプロピルジメチルメトキシシ
ラン、2-アクリルアミドエチルトリエトキシシラン等の珪素含有基を有する単量体；
【００３８】
例えば、ジビニルベンゼン、ジアリルフタレート、トリアリルシアヌレート、トリアリル
イソシアヌレート、エチレングリコールジ(メタ)アクリレート、1,2-プロピレングリコー
ルジ(メタ)アクリレート、1,3-プロピレングリコールジ(メタ)アクリレート、1,4-ブタン
ジオールジ(メタ)アクリレート、1,6-ヘキサンジオールジ(メタ)アクリレート、ネオペン
チルグリコールジ(メタ)アクリレート、トリメチロールプロパントリ(メタ)アクリレート
、アリル(メタ)アクリレート等の２個以上のラジカル重合性不飽和基を有する単量体；等
。
【００３９】
以上述べた共単量体(a4)の共重合量は、合成ゴム系重合体粒子の重量100重量％に基づい
て、一般に０～20重量％、さらには０～15重量％、特には０～10重量％の範囲であること
が好ましい。該共重合量が該上限値以下であれば、得られる塗膜のゴム弾性及び基材密着
性が優れているので好ましい。
【００４０】
合成ゴム系重合体粒子(A)は、以上に述べた単量体成分(a1)～(a4)を、それ自体既知の合
成ゴム系ラテックスの製造法と同様に、界面活性剤の存在下且つ必要に応じて保護コロイ
ドの共存下に水性媒体中で、約30～約100℃、好ましくは約40～約90℃の温度で、通常加
圧下に、乳化重合することにより製造することができる。
【００４１】
界面活性剤としては、非イオン系、陰イオン系、陽イオン系又は両性のいずれのタイプの
界面活性剤でも使用することができる。
【００４２】
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非イオン界面活性剤として、例えば、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシ
エチレンステアリルエーテル等のポリオキシアルキレンアルキルエーテル類；例えば、ポ
リオキシエチレンオクチルフエノールエーテル、ポリオキシエチレンノニルフエノールエ
ーテル等のポリオキシアルキレンアルキルフエノールエーテル類；例えば、ソルビタンモ
ノラウレート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタントリオレエート等のソルビタン
脂肪酸エステル類；
【００４３】
例えば、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート等のポリオキシアルキレンソルビ
タン脂肪酸エステル類；例えば、ポリオキシエチレンモノラウレート、ポリオキシエチレ
ンモノステアレート等のポリオキシアルキレン脂肪酸エステル類；例えば、オレイン酸モ
ノグリセライド、ステアリン酸モノグリセライド等のグリセリン脂肪酸エステル類；ポリ
オキシエチレン・ポリオキシプロピレン・ブロックコポリマー；等を挙げることができる
。
【００４４】
陰イオン界面活性剤としては、例えば、ステアリン酸ナトリウム、オレイン酸ナトリウム
、ラウリン酸ナトリウム等の脂肪酸塩類；例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム等のアルキルアリールスルホン塩酸類；例えば、ラウリル硫酸ナトリウム等のアルキル
硫酸エステル塩類：例えば、モノオクチルスルホコハク酸ナトリウム、ジオクチルスルホ
コハク酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルスルホコハク酸ナトリウム等のアルキ
ルスルホコハク酸エステル塩及びその誘導体類；例えば、ポリオキシエチレンラウリルエ
ーテル硫酸ナトリウム等のポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩類；例
えば、ポリオキシエチレンノニルフエノールエーテル硫酸ナトリウム等のポリオキシアル
キレンアルキルアリールエーテル硫酸エステル塩類：等を例示することができる。
【００４５】
また陽イオン界面活性剤としては、例えば、ラウリルアミンアセテート等のアルキルアミ
ン塩；例えば、ラウリルトリメチルアンモニウムクロライド、アルキルベンジルジメチル
アンモニウムクロライド等の第４級アンモニウム塩；ポリオキシエチルアルキルアミン；
等が挙げられ、さらに両性界面活性剤としては、例えば、ラウリルベタインなどのアルキ
ルベタイン等を挙げることができる。
【００４６】
さらに、これらの界面活性剤のアルキル基の水素の一部をフッ素で置換したもの；これら
界面活性剤の分子構造中にラジカル共重合性不飽和結合を有する、いわゆる反応性界面活
性剤；等も使用することができる。
【００４７】
これらの界面活性剤のうち、乳化重合時の凝集物発生の少なさなどの観点より、非イオン
界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル類、ポリオキシアルキレン
アルキルフエノールエーテル類；そして陰イオン界面活性剤としては、アルキルアリール
スルホン酸塩類、アルキル硫酸塩類、アルキルスルホコハク酸エステル塩及びその誘導体
類、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩類、ポリオキシアルキレンア
ルキルフエノールエーテル硫酸エステル塩類；等を使用することが好ましい。これらの界
面活性剤はそれぞれ単独で又は適宜組み合わせて使用することができる。
【００４８】
これらの界面活性剤の使用量は、用いる界面活性剤の種類等に応じて変えうるが、一般に
は、合成ゴム系重合体粒子の重量100重量部に基づいて、すなわち単量体成分(a1)～(a4)
の合計100重量部に対して約0.1～約10重量部の範囲内とすることができるが、水性乳化重
合の重合安定性、生成する合成ゴム系重合体粒子の水性分散液（以下、合成ゴム系重合体
エマルジョンということがある）の貯蔵安定性及び耐チッピング性水性被覆用組成物に用
いたときの、板金加工部材などの基材との密着性の優秀さ等の観点から、約１～６重量部
、特には約１～４重量部の範囲内で用いるのが好ましい。
【００４９】
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また、合成ゴム系重合体粒子の製造において使用することができる保護コロイドとしては
、例えば、部分ケン化ポリビニルアルコール、完全ケン化ポリビニルアルコール、変性ポ
リビニルアルコール等のポリビニルアルコール類；例えば、ヒドロキシエチルセルロース
、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース塩等のセルロース誘導体
；例えば、グアーガムなどの天然多糖類；などが挙げられる。
【００５０】
これら保護コロイドの使用量もまた厳密に制限されるものではなく、その種類等に応じて
変えることができるが、通常前記単量体成分(a1)～(a4)の合計100重量部に対して０～３
重量部程度の量を例示することができる。
【００５１】
前記単量体成分(a1)～(a4)の乳化重合は、重合開始剤を用いて行なわれる。使用しうる重
合開始剤として、例えば、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウムなど
の過硫酸塩類；例えば、t-ブチルハイドロパーオキシド、クメンハイドロパーオキシド、
p-メンタンハイドロパーオキシドなどの有機過酸化物類；過酸化水素：などが挙げられ、
これらは一種のみで又は複数種組み合わせて使用することができる。
【００５２】
上記重合開始剤の使用量は厳密に制限されるものではなく、その種類や反応条件等に応じ
て広い範囲で変えることができるが、一般には、前記単量体成分(a1)～(a4)の合計100重
量部に対して、約0.05～約３重量部、より好ましくは約0.1～約２重量部、特に好ましく
は約0.1～約1.5重量部の如き使用量を例示することができる。
【００５３】
また乳化重合に際して、所望により、還元剤を併用することができる。使用しうる還元剤
としては、例えば、アスコルビン酸、酒石酸、クエン酸、ブドウ糖等の還元性有機化合物
；例えば、チオ硫酸ナトリウム、亜硫酸ナトリウム、重亜硫酸ナトリウム、メタ重亜硫酸
ナトリウム等の還元性無機化合物を例示することができる。これら還元剤の使用量もまた
特に制限されるものではないが、一般には前記単量体(a1)～(a4)の合計100重量部に対し
て、約0.05～約３重量部の範囲内を例示することができる。
【００５４】
さらにまた、乳化重合に際して、所望により連鎖移動剤を用いることもできる。このよう
な連鎖移動剤としては、例えば、シアノ酢酸；シアノ酢酸の炭素数１～８のアルキルエス
テル類；ブロモ酢酸；ブロモ酢酸の炭素数１～８のアルキルエステル類；アントラセン、
フエナントレン、フルオレン、9-フエニルフルオレンなどの多環式芳香族化合物類；p-ニ
トロアニリン、ニトロベンゼン、ジニトロベンゼン、p-ニトロ安息香酸、p-ニトロフエノ
ール、p-ニトロトルエン等の芳香族ニトロ化合物類；ベンゾキノン、2,3,5,6-テトラメチ
ル-p-ベンゾキノン等のベンゾキノン誘導体類；トリブチルボラン等のボラン誘導体；
【００５５】
四臭化炭素、四塩化炭素、1,1,2,2-テトラブロモエタン、トリブロモエチレン、トリクロ
ロエチレン、ブロモトリクロロメタン、トリブロモメタン、3-クロロ-1-プロペン等のハ
ロゲン化炭化水素類；クロラール、フラルデヒド等のアルデヒド類；例えば、n-ドデシル
メルカプタン等炭素数１～18のアルキルメルカプタン類；チオフエノール、トルエンメル
カプタン等の芳香族メルカプタン類；メルカプト酢酸；メルカプト酢酸の炭素数１～10の
アルキルエステル類；2-メルカプトエタノール等の炭素数１～12のヒドロキルアルキルメ
ルカプタン類；ビネン、ターピノレン等のテルペン類；などを挙げることができる。
【００５６】
上記連鎖移動剤を用いる場合のその使用量は、前記単量体(a1)～(a4)の合計100重量部に
対して、約0.005～約５重量部の範囲内が好ましい。
【００５７】
以上に述べた乳化重合により形成される合成ゴム系重合体エマルジョン（ラテックス）は
、一般に、10～70重量％、好ましくは30～60重量％、さらに好ましくは40～60重量％の範
囲内の固形分を有することができ、また、Ｂ型回転粘度計を用い、25℃、20rpmで測定し
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たときの粘度は、通常10,000cps以下、特に約50～約5,000cpsの範囲内にあることが望ま
しい。
【００５８】
上記エマルジョンは通常２～10、特に５～９の範囲内の pHを有することが望ましく、pH
調節は例えばアンモニア水、アミン水溶液、水酸化アルカリの水溶液を用いて行うことが
できる。
【００５９】
本発明の水性被覆用組成物において使用される合成ゴム系重合体粒子(A)は、Tgが－20℃
以下であり、好ましくは－50～－30℃、さらに好ましくは－45～－35℃の範囲内にあるこ
とができる。Tgが該上限値より高い合成ゴム系重合体粒子を用いて調製される水性被覆用
組成物から形成される塗膜は、一般に基材への密着性が不十分となりがちであり好ましく
ない。一方、Tgが該下限値以上であれば、耐チッピング性に優れた塗膜が得られるので好
ましい。
【００６０】
なお、本明細書において、重合体粒子のガラス転移温度（Tg）は、以下の方法で測定した
場合の値である。
【００６１】
ガラス転移温度（Tg）：
厚さ約0.05mmのアルミニウム箔製の、内径約５mm、深さ約５mmの円筒型のセルに、(共)重
合体エマルジョンの試料約10mgを秤取し、100℃で２時間乾燥したものを測定試料とし、
示差走査熱量計〔Differential Scanning Calorimeter：セイコー電子工業(株)製「SSC-5
000」型〕を用い、－150℃から昇温速度10℃/分で試料のガラス転移温度前後の比熱容量
差を測定し、その結果からTgを決定する。
【００６２】
また、上記合成ゴム系重合体粒子は、一般に70～95重量％、特に75～90重量％の範囲内の
ゲル含有量を有することが望ましい。該重合体粒子のゲル含有量が該下限値以上であれば
、塗膜の加熱による乾燥時にフクレが生じることなく厚い塗膜が得られるので好ましく、
また該上限値以下であれば、弾性に富み耐チッピング性の優れた塗膜が得られるので好ま
しい。
【００６３】
なお、本明細書において、合成ゴム系重合体粒子(A)のゲル含有量は、以下の方法で測定
した場合の値である。
【００６４】
ゲル含有量：
室温乾燥にて合成ゴム系重合体エマルジョン（又は後記するアクリル系重合体エマルジョ
ン）からフイルムを作成し、該フイルムを約200～800倍のトルエン中に投入し、48時間放
置させた後に No.２濾紙を用いて濾過する。濾液を70℃で減圧乾燥を行い、秤量して重合
体エマルジョンからのフイルムのトルエン可溶分（重量％）を求め、100重量％から上記
トルエン可溶分（重量％）を減じた数値、すなわちトルエン不溶分（重量％）をもってゲ
ル含有量とする。
【００６５】
さらに、前記の如くして製造されるエマルジョン中に分散している合成ゴム系重合体粒子
(A)の平均粒子径（以下、単に粒子径ということがある）は、一般に、100～300nm、特に1
20～250nmの範囲内にあることが望ましい。エマルジョン中の重合体粒子の粒子径のコン
トロールは、例えば使用する界面活性剤の書類や量、さらには重合温度などを適宜選択す
ることにより行うことができる。
【００６６】
なお、本明細書において、分散粒子の平均粒子径は、レーザー回折式粒度分布測定装置に
より測定された値であり、具体的には「マスターサイザー2000」〔シスメックス(株)製〕
を用いて測定された重量平均径である。
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【００６７】
合成ゴム系重合体粒子(A)としては、前述の方法で製造したものの他、例えば、「LX-407C
」〔日本ゼオン(株)製〕、「SN-318」、「SN-534」、「SN-562」、「J-1666」〔以上、住
友ダウ(株)製〕、「SK-80」〔武田薬品工業(株)製〕、「L-2001」、「L-2337」〔以上、
旭化成工業(株)製〕、「ポリラック 707」〔三井東圧化学(株)製〕等の商品名で市販され
ているスチレン－ブタジエン系合成ゴムラテックス（以下、SBRと略称することがある）
；「ニポール 1571」、「ニポール 1551」、「ニポール 1562」〔以上、日本ゼオン(株)
製〕等の商品名で市販されているアクリロニトリル－ブタジエン系合成ゴムラテックス（
以下、NBRと略称することがある）等を使用することもできる。
【００６８】
〔アクリル系重合体粒子(B)〕
本発明の水性被覆用組成物において、ビヒクル成分として、前記の合成ゴム系重合体粒子
(A)と組み合わせて使用することのできるアクリル系重合体粒子(B)は、アクリル酸エステ
ル及び／又はメタクリル酸エステルに由来する繰り返し単位を、該アクリル系重合体粒子
(B)の重量100％に基づいて、一般に50重量％以上、好ましくは60～99重量％、さらに好ま
しくは70～98重量％の割合で含有するものである。
【００６９】
具体的には、本発明において用いられる好ましいアクリル系重合体粒子(B)は、下記単量
体(b1)～(b4)、
【００７０】
(b1) 下記一般式(1)、
H2C=CR

1HCOOR2 (1)
（ここでR1は、H又はメチル基を表し、R2は、炭素数４～10の直鎖又は分枝鎖アルキル基
を表す）
で示され、その単独重合体のガラス転移温度（Tg）が－50℃以下であるアクリル酸エステ
ル 50～90重量％、
【００７１】
(b2) 分子内にカルボキシル基を有する単量体　0.3～10重量％、
(b3) 分子内にヒドロキシル基を有する単量体　1.5～15重量％、
(b4) 上記単量体(b1)～(b3)と共重合可能で、該単量体(b1)～(b3)以外の共単量体　8.2～
48.2重量％、
〔但し、単量体(b1)～(b4)の合計を100重量％とする〕
を水性乳化重合することにより製造することができる。
【００７２】
上記単量体(b1)としては、例えば、n-ブチルアクリレート、2-エチルヘキシルアクリレー
ト、n-オクチルアクリレート、イソオクチルアクリレート、n-ノニルアクリレート、イソ
ノニルアクリレートなどが挙げられ、これらの中でも、n-ブチルアクリレート、2-エチル
ヘキシルアクリレート、イソオクチルアクリレートが好ましい。これらのアクリル酸エス
テルは、それぞれ単独で使用してもよく、また２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００７３】
単量体(b1)の共重合量は、上記のとおり50～90重量％であることが必要であり、60～88重
量％、特に70～84重量％であることが好ましい。該共重合量が該上限値を超えて多すぎて
は、得られる塗膜の耐チッピング性が低下する傾向にあり好ましくなく、一方、該下限値
未満と少なすぎては、基材への密着性が低下することがあり好ましくない。
【００７４】
なお、本明細書でいう「単独重合体のガラス転移温度（Tg）」には、L. E. ニールセン著
、小野木宣治訳「高分子の力学的性質」第11～35頁に記載されている単量体のガラス転移
温度が適用される。
【００７５】
前記のカルボキシル基含有単量体(b2)としては、前記合成ゴム系重合体の製造において前
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述したカルボキシル基含有エチレン系単量体(a3)と同様のものを使用することができ、そ
の好適なものは、単量体(a3)におけると同様、アクリル酸、メタクリル酸及びイタコン酸
である。該単量体(b2)の共重合量は、前記のとおり0.3～10重量％であることが必要であ
り、0.5～５重量％、特に１～３重量％であることが好ましい。該共重合量(b2)が該上限
値を超えて多すぎては、塗膜の加熱による乾燥時にフクレが生じやすく厚い塗膜が得にく
いので好ましくなく、一方、該下限値未満と少なすぎては、得られる水性被覆用組成物の
安定性が不十分となりがちであり、塗装適性が低下すること多いので好ましくない。
【００７６】
また前記ヒドロキシル基含有単量体(b3)としては、前記合成ゴム系重合体の製造において
前述した共単量体(a4)の▲２▼の中に例示したヒドロキシル基含有単量体と同様のものを
使用することができ、その好適なものは、2-ヒドロキシエチルアクリレート及び2-ヒドロ
キシエチルメタクリレートである。該単量体(b3)の共重合量は、前記のとおり1.5～15重
量％であることが必要であり、２～10重量％、特に３～８重量％であることが好ましい。
該共重合量(b3)が該上限値を超えて多すぎては、加熱による塗膜の乾燥時にクラックが生
じやすく厚い塗膜が得にくいので好ましくなく、一方、該下限値未満と少なすぎては、得
られる水性被覆用組成物のリサイクル性が低下する傾向があるので好ましくない。
【００７７】
前記の共単量体(b4)としては、例えば次のものが挙げられる。
▲１▼　前記(b1)以外のアクリル酸エステル、及びメタクリル酸エステル：例えば、メチ
ルアクリレート、エチルアクリレート、n-プロピルアクリレート、i-プロピルアクリレー
ト、i-ブチルアクリレート、t-ブチルアクリレート、トリデシルアクリレート、ステアリ
ルアクリレート、オレイルアクリレート等（好ましくはメチルアクリレート）；メチルメ
タクリレート、エチルメタクリレート、n-プロピルメタクリレート、n-ブチルメタクリレ
ート、i-ブチルメタクリレート、t-ブチルメタクリレート、n-オクチルメタクリレート、
2-エチルヘキシルメタクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、ベンジルメタクリレ
ート等（好ましくはメチルメタクリレート）；
【００７８】
▲２▼　アクリル酸エステル及びメタクリル酸エステル以外のエチレン系単量体：例えば
、飽和脂肪酸ビニルエステル、例えば、蟻酸ビニル、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、
「バーサチック酸ビニル」（商品名）等（好ましくは酢酸ビニル）；芳香族ビニル単量体
、例えば、スチレン、α-メチルスチレン、ビニルトルエン等（好ましくはスチレン）；
シアン化ビニル単量体、例えば、アクリロニトリル、メタクリロニトリル等（好ましくは
アクリロニトリル）；モノオレフイン単量体、例えば、エチレン、プロピレン、n-ブチレ
ン、i-ブチレン等；マレイン酸もしくはフマル酸のジエステル、例えば、ジメチルマレー
ト、ジ-n-ブチルマレート、ジ-2-エチルヘキシルマレート、ジ-n-オクチルマレート、ジ
メチルフマレート、ジ-n-ブチルフマレート、ジ-2-エチルヘキシルフマレート、ジ-n-オ
クチルフマレート、ジ-n-ブチルイタコネート、ジ-2-エチルヘキシルイタコネート、ジ-n
-オクチルイタコネート等；
【００７９】
▲３▼　共単量体(a4)の▲２▼として例示した単量体。具体的には、アミド基もしくは置
換アミド基含有単量体、アミノ基もしくは置換アミノ基含有単量体、ヒドロキシル基含有
単量体、低級アルコキシル基含有単量体、エポキシ基含有単量体、メルカプト基含有単量
体、珪素含有基を有する単量体、２個以上のラジカル重合性不飽和基を有する単量体等。
【００８０】
これら共単量体(b4)のうち、入手の容易さ、乳化重合の容易さ等の観点から、▲１▼及び
▲２▼に挙げた単量体、中でもメチルメタクリレート、スチレン及びアクリロニトリルの
使用が好ましい。これら単量体はそれぞれ単独で用いることができ又は２種以上併用して
もよい。
【００８１】
これら単量体(b4)の共重合量は、前記のとおり8.2～48.2重量％であることが必要であり
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、9.5～37.5重量％、特に12～26であることが好ましい。該上限値を超えて多すぎては、
得られる塗膜の基材に対する密着性が低下しがちとなるので好ましくなく、一方、該下限
値未満と少なすぎては、塗膜の耐チッピング性が低下する傾向にあり好ましくない。
【００８２】
なおここで、前記のアクリル系重合体粒子(B)中におけるアクリル酸エステル及び／又は
メタクリル酸エステルに由来する繰り返し単位の量とは、前記単量体(b1)のアクリル酸エ
ステル並びに、(b4)のうち▲１▼のアクリル酸エステル及びメタクリル酸エステルに由来
する繰り返し単位の合計量を意味する。
【００８３】
以上述べた単量体(b1)～(b4)は、合成ゴム系重合体粒子(A)の製造法について前述した方
法と同様の乳化重合法〔通常は大気圧下で乳化重合させること〕によって製造することが
できる。
【００８４】
本発明の水性被覆用組成物において、ビヒクル成分として、前述の合成ゴム系重合体粒子
(A)と組み合わせて使用することのできるアクリル系重合体粒子(B)としては、Tgが０℃以
下であることが必要であり、－65～－20℃、好ましくは－60～－30℃の範囲内にあること
が望ましい。該Tgが該上限値を超えて高すぎては、得られる塗膜の基材に対する密着性が
低下しがちとなるので好ましくない。一方、Tgが該下限値以上であれば、塗膜の耐チッピ
ング性が優れたものとなるので好ましい。
【００８５】
また、上記アクリル系重合体粒子(B)は、一般に80重量％以下、特に40～75重量％の範囲
内のゲル含有量を有することが望ましい。該重合体粒子のゲル含有量が該上限値以下であ
れば、得られる水性被覆用組成物のリサイクル性が優れているので好ましく、また該下限
値以上であれば、塗膜の加熱による乾燥時にフクレが生じにくく厚い塗膜が得られるので
好ましい。
【００８６】
これら単量体(b1)～(b4)の乳化重合により形成されるアクリル系(共)重合体エマルジョン
は、固形分として、アクリル系重合体粒子(B)を、一般に10～70重量％、好ましくは30～6
5重量％、さらに好ましくは40～60重量％の範囲内で含有することができ、また、Ｂ型回
転粘度計を用いて、25℃、20rpmで測定したときの粘度は通常、10,000mPa・s以下、特に
約10～約5,000mPa・sの範囲内にあるのが好都合である。
【００８７】
上記エマルジョンは通常２～10、特に５～９の範囲内のpHを有することが望ましく、pH調
節は例えばアンモニア水、アミン水溶液、水酸化アルカリの水溶液を用いて行うことがで
きる。
【００８８】
アクリル系重合体粒子(B)は、前記に従って測定するとき、そのゲル含有量が80重量％以
下、さらに40～75重量％の範囲であることが望ましい。また、形成される重合体エマルジ
ョン中に分散しているアクリル系重合体粒子(B)の平均粒子径は、一般に1000nm以下、さ
らに150～800nmの範囲内にあることが好ましい。該平均粒子径が、該上限値以下であれば
、得られる塗膜の基材に対する密着性が優れているので好ましく、また該下限値以上であ
れば、塗膜の加熱による乾燥時にフクレが生じにくく厚い塗膜が得られるので好ましい。
アクリル系重合体粒子(B)の粒子径のコントロールは合成ゴム系重合体粒子(A)の粒子径の
コントロールと同様にして行うことができる。
【００８９】
〔水性被覆用組成物〕
本発明の水性被覆用組成物は、ビヒクル成分として、合成ゴム系重合体粒子(A)及びアク
リル系重合体粒子(B)を組み合わせに対して、無機質充填剤を配合することにより調製す
ることができる。
【００９０】
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上記合成ゴム系重合体粒子(A)及びアクリル系重合体粒子(B)の配合量は、これらエマルジ
ョン中の重合体粒子(A)及び(B)（すなわち固形分）の合計量を基準にして、合成ゴム系重
合体粒子(A)は50～90重量％、好ましくは55～85重量％、さらに好ましくは60～80重量％
の範囲内、そしてアクリル系重合体粒子(B)は50～10重量％、好ましくは15～45重量％、
さらに好ましくは20～40重量％の範囲内とすることができる。合成ゴム系重合体粒子(A)
の配合割合が該下限値未満と少なすぎ、アクリル系重合体粒子(B)の配合割合が該上限値
を超えて多すぎれば、得られる塗膜の耐チッピングが低下しがちとなるので好ましくない
。一方、合成ゴム系重合体粒子(A)の配合割合が該上限値を超えて多すぎ、アクリル系重
合体粒子(B)の配合割合が該下限値未満と少なすぎれば、得られる水性被覆用組成物のリ
サイクル性が低下する傾向があり好ましくない。
【００９１】
また、上記水性被覆用組成物には、必要に応じて、ウレタン系樹脂粒子(C)を配合するこ
とができ、これにより、例えばカチオン電着塗装鋼板などの極性基材に対する塗膜の密着
性を更に向上させることができるが、その配合量は、固形分、すなわちウレタン系樹脂粒
子(C)として、合成ゴム系重合体粒子(A)とアクリル系重合体粒子(B)との合計100重量部に
基づいて、一般に30重量部以下程度の範囲内とすることができる。
【００９２】
本発明において、必要に応じて配合することのできるウレタン系樹脂粒子(C)を含むエマ
ルジョンには、例えば、「SF 150HS」、「SF 420」[以上、第一工業製薬(株)製]、「HUX-
320」、「HUX-290N」[以上、旭電化工業(株)製]などの商品名で市販されているものが使
用できる。
【００９３】
さらに本発明の水性被覆用組成物には、必要に応じ架橋剤としてイソシアネート誘導体を
配合することができる。該イソシアネート誘導体の配合によって、得られる塗膜の耐水性
及び基材密着性をさらに向上させることができる。
【００９４】
上記イソシアネート誘導体としては、アジリジン化合物及びブロック化イソシアネートが
例示でき、いずれも水分散性のものが好適に用いられる。
【００９５】
アジリジン化合物としては、ポリイソシアネート化合物とエチレンイミンとの反応生成物
が使用でき、ポリイソシアネート化合物としては、例えばトリレンジイソシアネート、ジ
フエニルメタンジイソシアネート等の芳香族ポリイソシアネート化合物；例えば1,6-ヘキ
サメチレンジイソシアネート等の脂肪族ポリイソシアネート化合物；例えば、メチルシク
ロヘキサンジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、イソホロンジ
イソシアネート等の脂環式ポリイソシアネート化合物；などを例示することができる。ま
た、これらイソシアネートの２量体又は３量体；これらイソシアネートと、例えばトリメ
チロールプロパン等の２価以上のポリオールとのアダクト体などを例示できる。
【００９６】
このようなアジリジン化合物のうち、本発明に好適に利用できる水分散性アジリジン化合
物の市販品としては、例えば、「SU-125F」〔明成化学工業(株)製〕、「DZ-22E」〔日本
触媒(株)製〕等を挙げることができる。
【００９７】
またブロック化イソシアネートとしては、前記ポリイソシアネート化合物に揮発性低分子
活性水素化合物を付加させたものを挙げることができる。
【００９８】
このようなブロック化イソシアネートのうち、本発明に好適に利用できる水分散性ブロッ
ク化イソシアネートの市販品としては、例えば、「DM-30」、「DM-60」〔以上、明成化学
工業(株)製〕、「エラストロンBN-69」、「エラストロンBN-44」、「エラストロンBN-08
」〔以上、第一工業製薬(株)製〕等を挙げることができる。
【００９９】
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本発明においては、これらイソシアネート誘導体のうち、架橋反応の温度依存性が小ささ
、フクレ限界膜厚向上効果の大きさ、及び、得られる塗膜の湿潤耐チッピング性、基材密
着性等の改善効果の顕著さ等の観点から、アジリジン化合物を用いるのが好ましい。
【０１００】
前記イソシアネート誘導体の配合量は、本発明の水性被覆用組成物中に含有される重合体
微粒子〔すなわち、必須成分の合成ゴム系重合体粒子(A)及びアクリル系重合体粒子(B)の
合計〕100重量部に基づいて、通常10重量部以下（有効成分として）程度の範囲である。
【０１０１】
本発明組成物においては、必要に応じてさらに、イソシアネート誘導体以外の適宜の架橋
剤を配合することができる。
【０１０２】
このようなイソシアネート誘導体以外の架橋剤としては、
(イ) 水溶性多価金属塩、例えば、酢酸亜鉛、蟻酸亜鉛、硫酸亜鉛、塩化亜鉛等の亜鉛塩
；例えば、酢酸アルミニウム、硝酸アルミニウム、硫酸アルミニウムなどアルミニウム塩
；例えば、酢酸カルシウム、義酸カルシウム、塩化カルシウム、硝酸カルシウム、亜硫酸
カルシウム等のカルシウム塩；例えば、酢酸バリウム、塩化バリウム、亜硫酸バリウム等
のバリウム塩；酢酸マグネシウム、蟻酸マグネシウム、塩化マグネシウム、硫酸マグネシ
ウム、硝酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム等のマグネシウム塩；例えば、酢酸鉛、蟻
酸鉛等の鉛塩；例えば、酢酸ニッケル、塩化ニッケル、硝酸ニッケル、硫酸ニッケル等の
ニッケル塩；例えば、酢酸マンガン、塩化マンガン、硫酸マンガン、硝酸マンガン等のマ
ンガン塩；例えば、塩化銅、硝酸銅、硫酸銅等の銅塩；など、
【０１０３】
(ロ) 水溶性エポキシ樹脂、例えば、グリセロールジグリシジルエーテルなど、
【０１０４】
(ハ) 水溶性メラミン樹脂、例えば、メチロールメラミン；該メチロールメラミンの水酸
基の少なくとも１部をメチルアルコール、エチルアルコール、n-ブチルアルコールなどで
エーテル化したものなど、
を例示することができる。
【０１０５】
これらの架橋剤の使用量は、得られる被覆用組成物の粘度の経時変化抑制等の観点から、
該組成物中の重合体微粒子100重量部に対して、例えば、０～10重量部、好ましくは２～
８、特に好ましくは３～６重量部の範囲内を例示することができる。
【０１０６】
本発明の水性被覆用組成物において使用される水性媒体は、前述のエマルジョンに由来す
るものであり、通常は水であるが、場合によっては、水と水混和性有機溶媒との混合溶媒
であってもよい。
【０１０７】
本発明の水性被覆用組成物は、必須成分として、前記の合成ゴム系重合体粒子(A)及びア
クリル系重合体粒子(B)からなる重合体微粒子とともに、無機質充填剤を含有してなるも
のである。該無機質充填剤は、増量剤、塗膜の硬さの調節、ブリスターの発生防止等の目
的で該組成物に配合されるものであり、使用しうる無機質充填剤としては、実質的に水に
不溶性ないし難溶性の無機質個体粉末、例えば、炭酸カルシウム、シリカ、アルミナ、カ
オリン、クレー、タルク、珪藻土、マイカ、水酸化アルミニウム、ガラス粉、硫酸バリウ
ム、炭酸マグネシウム等を例示することができる。
【０１０８】
これらの無機質充填剤の配合量は、その種類や被覆用組成物に対して望まれる物性等に応
じて広い範囲で変化させることができるが、該組成物中に含有される重合体微粒子の合計
100重量部に対して、一般に100～390重量部、好ましくは120～380重量部、さらに好まし
くは150～320重量部の範囲内とすることができる。
【０１０９】
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また上記無機質充填剤は、一般に約0.5～約50μm、特に１～約30μmの範囲内の平均粒径
をもつものであることが望ましい。
【０１１０】
本発明の被覆用組成物は、必要に応じて、通常の被覆用組成物におけると同様に、防錆顔
料、着色顔料、架橋剤等を含有することができる。
【０１１１】
上記防錆顔料としては、鉛丹；例えば、クロム酸亜鉛、クロム酸バリウム、クロム酸スト
ロンチウムなどのクロム酸金属塩；例えば、リン酸亜鉛、リン酸カルシウム、リン酸アル
ミニウム、リン酸チタン、リン酸珪素、又は、これら金属のオルトもしくは縮合リン酸塩
などのリン酸金属塩；例えば、モリブテン酸亜鉛、モリブテン酸カルシウム、モリブテン
酸亜鉛カルシウム、モリブテン酸亜鉛カリウム、リンモリブテン酸亜鉛カリウム、リンモ
リブテン酸カルシウムカリウムなどのモリブテン酸金属塩；例えば、硼酸カルシウム、硼
酸亜鉛、硼酸バリウム、メタ硼酸バリウム、メタ硼酸カルシウムなどの硼酸金属塩：等を
例示することができる。これらの防錆顔料のうち、リン酸金属塩、モリブテン酸金属塩、
硼酸金属塩などの無毒性又は低毒性防錆顔料が好ましい。
【０１１２】
防錆顔料の配合量としては、被覆用組成物中の重合体微粒子100重量部に対して、例えば
、０～50重量部、好ましくは５～30重量部の範囲内を例示することができる。
【０１１３】
また、着色顔料としては、例えば、酸化チタン、カーボンブラック、弁柄、ハンザイエロ
ー、ベンジジンイエロー、フタロシアニンブルー、キナクリドンレッド等の有機もしくは
無機の着色顔料を挙げることができる。これらの着色顔料の配合量は、被覆用組成物中の
重合体微粒子100重量部に対して、例えば、０～10重量部、好ましくは0.5～５重量部の範
囲内を例示することができる。
【０１１４】
なお、これら防錆顔料及び着色顔料の粒径は、得られる被覆用組成物の形成塗膜の平滑さ
などの観点から、1～50μmの範囲内にあるのが好ましい。
【０１１５】
本発明の水性被覆用組成物には、さらに必要に応じて、無機質分散剤〔例えば、ヘキサメ
タリン酸ナトリウム、トリポリリン酸ナトリウム等〕、有機質分散剤〔例えば、「ノブコ
スパース 44C」（商品名、ポリカルボン酸系；サンノブコ(株)製〕などの分散剤；シリコ
ン系などの消泡剤；ポリビニルアルコール、セルロース系誘導体、ポリカルボン酸系樹脂
、界面活性剤系等の増粘剤及び粘性改良剤；エチレングリコール、ブチルセロソルブ、ブ
チルカルビトール、ブチルカルビトールアセテート等の有機溶剤；老化防止剤；防腐剤・
防黴剤；紫外線吸収剤；帯電防止剤；等を添加混合することができる。
【０１１６】
本発明の水性被覆用組成物は、特に限定されるものではないが、一般に、約40～90重量％
、好ましくは約50～85重量％、特に好ましくは約60～80重量％の範囲内の固形分を含有し
、また、7～11、好ましくは８～10の範囲内のpHを有し、且つ約3,000～100,000mPa・s、
好ましくは約5,000～50,000mPa・sの範囲内の粘度（B型回転粘度計、25℃、20rpmによる
）をもつことができる。
【０１１７】
本発明の水性被覆用組成物を適用することができる基材は、特に限定されず、例えば、鋼
板；例えば、鉛－錫合金メッキ鋼板（タンシート鋼板）、錫メッキ鋼板、アルミニウムメ
ッキ鋼板、錫－亜鉛メッキ鋼板、鉛メッキ鋼板、クロムメッキ鋼板、ニッケルメッキ鋼板
などの各種メッキ鋼板；電着塗装鋼板などの塗装鋼板：等をあげることができるが、特に
最近自動車等の製造に際して、タンシート鋼板が鉛の毒性の観点から問題視されてきてお
り、それに代って使用されているアルミニウムメッキ鋼板、錫－亜鉛メッキ鋼板などに対
して、本発明の水性被覆用組成物は特に優れた基材密着性を示す。
【０１１８】
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本発明の被覆用組成物は特に、このような基材を板金プレスなどにより各種形状に成形加
工したもの及びこれらを各種自動車部材として溶接したもの、例えば、自動車のガソリン
タンク、床裏、タイヤハウス、フロントエプロン、リヤーエプロンなどの車室外の板金加
工部材の電着塗装面、中塗塗装面又は上塗塗装面等の被覆用に好適に使用することができ
る。
【０１１９】
本発明の被覆用組成物の塗装は、それ自体既知の塗装法、例えば、刷毛塗り、スプレー塗
装、ローラー塗装等により行うことができるが、一般にエアレス吹き付け塗装が好適であ
る。
【０１２０】
その際の塗装膜厚は、基材の用途等に応じて異なるが、通常、約200～800μm、特に約300
～600μmの範囲内が適当である。また、塗膜の乾燥は自然乾燥、加熱乾燥等により行うこ
とができるが、一般には、低温焼付用の水性被覆用組成物の場合には約60～100℃の温度
の加熱炉で焼付けするのが好ましく、また、高温焼付用の水性被覆用組成物の場合には約
60～100℃の温度で予備乾燥した後、約120～160℃程度の温度の加熱炉で焼付けするのが
好都合である。
【０１２１】
【実施例】
以下、本発明を実施例によりさらに具体的に説明する。
なお、実施例及び比較例において用いる試験用サンプルの作成及びその試験方法は次ぎの
とおりである。
【０１２２】
(1) 試験片の作製
新日本製鉄(株)製の0.8×100×200mmのアルミニウムメッキ鋼鈑（以下Al鋼板ということ
がある）の表面をシンナーにて洗浄した後、各試料をエアレス吹き付け塗装法によって乾
燥膜厚が所定の厚さになるように塗装し、室温で10分間放置した後、熱風循環式乾燥器を
用いて80℃、15分の予備乾燥した後、120℃、30分間熱処理する。
【０１２３】
また、アルミニウムメッキ鋼鈑の代わりに同じ形状の錫－亜鉛メッキ鋼鈑（以下Sn/Zn鋼
板ということがある）又はタンシート鋼鈑（以下Pb/Sn鋼板ということがある）〔何れも
新日本製鉄(株)製〕を用い、同様にして基材密着性試験用の試験片を作製する。
【０１２４】
(2) エアレススプレー塗工性
前(1)項と同様に処理したAl鋼板に対して、市販のエアレスポンプ及びスプレーガンを用
い、塗装ガン手元圧90kg/cm2、吹き付け距離30cmの条件にて吹き付け塗装を行い、得られ
た塗装幅を以下の基準に従って評価する。
○・・・30cm以上
△・・・25～30cm
×・・・20cm以下
【０１２５】
(3) リサイクル性
前(2)項と同様の塗装ガン手元圧及び吹き付け距離を用いて湿時の膜厚が1000μm以上にな
るように吹き付け塗装し、得られた塗装物を25℃、50％RHの恒温恒湿条件下にて２時間以
上放置する。放置後、塗装部分の被覆組成物を掻き落として回収し、脱イオン水にて粘度
を調整した後、前(2)項と同様の方法にて吹き付け塗装を行い、同様の評価基準にて塗装
幅を評価する。
【０１２６】
(4) フクレ限界膜厚
前(1)項におけるAl鋼板の吹き付け塗装に当って、乾燥塗膜の厚さを変えて塗装を行い、
乾燥時にふくれの生じない最大膜厚を求め、フクレ限界膜厚とする。
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【０１２７】
(5) クラック限界膜厚
前(1)項におけるAl鋼板の吹き付け塗装に当って、乾燥皮膜の厚さを変えて塗装を行い、
乾燥時にクラックの生じない最大膜厚を求め、クラック限界膜厚とする。
【０１２８】
(6) 基材密着性試験
前(1)項において、乾燥膜厚が約300μとなるように塗装して得た３種の試験片を約25℃の
恒温条件下に16時間放置した後、クロスカットガイド〔コーテック(株)製〕と事務用カッ
ターを用いて、塗装表面から縦、横それぞれ１mm間隔で基材に達する深さのカット線も入
れて１cm2中に 100個のゴバン目を作成する。このゴバン目に 24mm幅のセロファンテープ
〔ニチバン(株)製〕を貼付け、手で素早く180゜剥離を行い、塗膜に残存した目の数を数
えて塗膜残存目数／100と表示する。
【０１２９】
(7) 耐チッピング性試験
(7-1) 常態試験
前(1)項において、Al鋼板に乾燥膜厚が約300μとなるように塗装して得た試験片を約25℃
の恒温条件下に16時間放置した後、事務用カッターを用いて塗膜表面から基材に達する深
さで、長さそれぞれ約５cmの×印のカット線を入れる。
【０１３０】
試験片は、水平面に対して60゜の角度で立てかけて固定し、その塗面に２mの高さから鉛
直方向に25mmφのポリ塩化ビニル製パイプを用いてナット（M-6）をカット線のクロス部
めがけて連続して落下させ、基材の素地が露出した時点での落下したナットの総重量で評
価する。
【０１３１】
(7-2) 湿潤試験
前(1)項において、Al鋼板に乾燥膜厚が約300μとなるように塗装して得た試験片を約25℃
の恒温条件下に16時間放置した後、約40℃の脱イオン水中に７日間浸漬後取り出して水分
をふき取って25℃で３時間放置し、次いで前(5-1)項と同様に×印のカット線を入れて、
以下前(5-1)項と同様の方法で耐チッピング性試験を行い同様に評価する。
【０１３２】
(8) 低温耐衝撃性試験
前(1)項において、Al鋼板に乾燥膜厚が約300μとなるように塗装して得た試験片を約25℃
の恒温条件下に16時間放置した後、－30℃の恒温条件下に３時間以上放置したのち同温度
でJIS K-5400に準じてデュボン式耐衝撃テストを行う。
【０１３３】
この時の条件は、試験器に半径6.35±0.03mmの撃ち型と受け型を取り付け、試験片の塗膜
面を上向きにしてその間に挟み、質量500±１gの重りを50cmの高さから撃ち型の上に落と
し、塗膜面の損傷の度合いを目視により次のような評価基準に従って評価する。
【０１３４】
◎ ・・・・・・ 全く変化無し
○ ・・・・・・ わずかに微クラック発生
△ ・・・・・・ 微クラック発生多い
× ・・・・・・ 大きなクラック発生
【０１３５】
〔合成ゴム系重合体エマルジョンの製造〕
製造例A1
攪拌機、温度計及び原料添加装置を備えたオートクレーブに、脱イオン水100重量部、ド
デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム0.3重量部、炭酸水素ナトリウム0.2重量部、過硫酸
カリウム1.0重量部、t-ドデシルメルカプタン1.0重量部、並びに、ブタジエン（Bd）65重
量部、スチレン（St）22重量部、メチルメタクリレート（MMA）５重量部、アクリロニト



(19) JP 4245853 B2 2009.4.2

10

20

30

40

50

リル（AN）５重量部及びアクリル酸（AA）３重量部からなる単量体を仕込んで十分に攪拌
した後、65℃にて重合を行った。重合終了後、この重合体エマルジョンを水酸化ナトリウ
ム水溶液にてpH６前後に調整し、水蒸気蒸留により未反応単量体等を除去・回収した後、
固形分50重量％に調整して、pH6.1、粘度500mPa・s（B型粘度計、25℃、20rpmにて測定。
以下同様）、平均粒子径160nmの合成ゴム系重合体エマルジョンを得た。この合成ゴム系
重合体粒子のTgは－40℃、ゲル含有量は85重量％であった。
【０１３６】
製造例A2
製造例A1において、t-ドデシルメルカプタンを1.5重量部とする以外は製造例A1と同様に
して合成ゴム系重合体エマルジョンを得た。得られた合成ゴム系重合体エマルジョンの性
状すなわちpH、粘度及び粒子径、並びに重合体粒子のTg及びゲル含有量を表１に示す。
【０１３７】
製造例A3～A5
製造例A1において、単量体としてBd 65重量部及びSt 22重量部用いる代わりに、表１に示
すように単量体組成を変えてTgを変える以外は製造例A1と同様にして合成ゴム系重合体エ
マルジョンを得た。得られた合成ゴム系重合体エマルジョンの性状並びに、重合体粒子の
Tg及びゲル含有量を表１に示す。
【０１３８】
製造例A6～A8
製造例A1において、単量体としてBd 65重量部、St 22重量部、MMA５重量部、AN５重量部
及びAA３重量部用いる代わりに、表１に示すように単量体組成を変える以外は製造例A1と
同様にして合成ゴム系重合体エマルジョンを得た。得られた合成ゴム系重合体エマルジョ
ンの性状並びに、重合体粒子のTg及びゲル含有量を表１に示す。
【０１３９】
なお表１における単量体の略号は以下のとおりである。
Bd：ブタジエン
St：スチレン
MMA：メチルメタクリレート
AN：アクリロニトリル
AA：アクリル酸
IA：イタコン酸
【０１４０】
【表１】

【０１４１】
〔アクリル系重合体エマルジョンの製造〕
製造例B1
攪拌機、還流冷却器、温度計及び原料添加装置を備えた反応容器に、脱イオン水94重量部
、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム1.0重量部、ポリオキシエチレンラウリルエー
テルサルフェートのアンモニウム塩1.0重量部を仕込み、窒素を流しながら70℃に昇温し
た。次いでこの反応容器に、単量体組成が、2-エチルヘキシルアクリレート（HEA）75重
量部、アクリル酸（AA）２重量部、2-ヒドロキシエチルメタクリレート（HEMA）４重量部



(20) JP 4245853 B2 2009.4.2

10

20

30

40

、St 10重量部及びMMA９重量部からなる単量体混合物100重量部並びに、過硫酸アンモニ
ウムの５重量％水溶液６重量部とを３時間にわたり連続添加し、その後同温度で２時間保
持した後、約25重量％のアンモニア水を適量添加して、固形分約50重量％、pH7.0、粘度6
80mPa・s、平均粒子径180nmのアクリル系重合体エマルジョンを得た。このアクリル系重
合体粒子のTgは－50℃、ゲル含有量は85重量％であった。
【０１４２】
製造例B2
製造例B1において、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムを増量する以外は製造例B1と
同様にして、固形分約50重量％、pH6.8、粘度2510mPa・s、平均粒子径(120)nmのアクリル
系重合体エマルジョンを得た。このアクリル系重合体粒子のTgは－50℃、ゲル含有量は85
重量％であった。
【０１４３】
製造例B3～B4
製造例B1において、５重量％過硫酸アンモニウム水溶液の使用量を増やす以外は製造例B1
と同様にして、ゲル含有量の異なるアクリル系重合体エマルジョンを得た。得られたアク
リル系重合体エマルジョンの固形分、pH、粘度及び平均粒子径、並びにアクリル系重合体
のTg及びゲル含有量を表２に示す。
【０１４４】
製造例B5～B9
製造例B1において、HEA 75重量部、AA２重量部、HEMA４重量部、St 10重量部及びMMA９重
量部からなる単量体混合物を用いる代わりに、表２に示すような単量体組成を変える以外
は製造例B1と同様にして、Tgの異なるアクリル系重合体エマルジョンを得た。得られたア
クリル系重合体エマルジョンの固形分、pH、粘度及び平均粒子径、並びにアクリル系重合
体のTg及びゲル含有量を表２に示す。
【０１４５】
製造例B10～B11
製造例B1において、AA２重量部を用いる代わりに、AA 0.1重量部又は８重量部を用い、そ
れに伴ってEHA、MMA及びStの使用量をそれぞれ加減する以外は製造例B1と同様にして、Tg
が約－50℃のアクリル系重合体エマルジョンを得た。得られたアクリル系重合体エマルジ
ョンの固形分、pH、粘度及び平均粒子径、並びにアクリル系重合体のTg及びゲル含有量を
表２に示す。
【０１４６】
製造例B12～B13
製造例B1において、HEMA４重量部を用いる代わりに、HEMA１重量部又は15重量部を用い、
それに伴ってEHA、MMA及びStの使用量をそれぞれ加減する以外は製造例B1と同様にして、
Tgが約－50℃のアクリル系重合体エマルジョンを得た。得られたアクリル系重合体エマル
ジョンの固形分、pH、粘度及び平均粒子径、並びにアクリル系重合体のTg及びゲル含有量
を表２に示す。
【０１４７】
【表２】
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【０１４８】
〔水性被覆用組成物の作製〕
実施例１
合成ゴム系重合体エマルジョン(A)として、製造例A1で製造した合成ゴム系重合体エマル
ジョン140重量部（固形分で約70重量部）を用い、且つ、アクリル系重合体エマルジョン(
B)として製造例B1で製造したアクリル系重合体エマルジョン60重量部（固形分で約30重量
部）を用い、これに、分散剤として「ノプコスパース44C」〔サンノプコ(株)製、ポリカ
ルボン酸系分散剤〕2.0重量部（固形分約0.88重量部）、無機質充填剤として粉末炭酸カ
ルシウム〔商品名「SL-700」、平均粒径 4.5μ、竹原化学工業(株)製〕215重量部、防錆
顔料としてメタ硼酸バリウム15重量部、着色顔料としてカーボンブラック３重量部を、デ
ィスパーを用いて均一に分散させ、次いで、増粘剤として「アデカノールUH-472」〔（商
品名）、旭電化工業(株)製〕２重量部を加え、更に攪拌した。最後に粘度が20,000～25,0
00mPa・sになるように「アデカノールUH-472」と脱イオン水にて調整し、PWCが70重量％
で固形分が75.5重量％の水性被覆用組成物を作製した。
【０１４９】
得られた水性被覆用組成物を用いて各種物性試験を行った。該被覆用組成物の配合組成及
び特性値を表３に、各種物性試験の測定結果を表４に示す。
【０１５０】
実施例２～３及び比較例１～２
実施例１において、製造例A1で製造した合成ゴム系重合体エマルジョンと、製造例B1で製
造したアクリル系重合体エマルジョンとの使用割合を変え、又は該アクリル系重合体エマ
ルジョンを用いない以外は実施例１と同様にして、水性被覆用組成物を作製し、各種物性
試験を行った。該被覆用組成物の配合組成及び特性値を表３に、各種物性試験の測定結果
を表４に示す。
【０１５１】
実施例４～９及び比較例３
実施例１において、製造例A1で製造した合成ゴム系重合体エマルジョンを用いる代りに、
製造例A2～A8で製造した合成ゴム系重合体エマルジョンを用いる以外は実施例１と同様に
して、水性被覆用組成物を作製し、各種物性試験を行った。該被覆用組成物の配合組成及
び特性値を表３に、各種物性試験の測定結果を表４に示す。
【０１５２】
実施例１０～１８及び比較例４～６
実施例１において、製造例B1で製造したアクリル系重合体エマルジョンを用いる代りに、
製造例B2～B13で製造したアクリル系重合体エマルジョンを用いる以外は実施例１と同様
にして、水性被覆用組成物を作製し、各種物性試験を行った。該被覆用組成物の配合組成
及び特性値を表３に、各種物性試験の測定結果を表４に示す。
【０１５３】
【表３】
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【０１５４】
【表４】

【０１５５】
【発明の効果】
本発明の水性被覆用組成物は、例えば、マスチック塗料、防音塗料、防振塗料、コーキン
グ材等の水性被覆用組成物、中でも、車輌類、特に自動車のシャーシー、ガソリンタンク
、サスペンション等の室外金属加工部材を保護するための被覆材として使用される耐チッ
ピング用水性被覆用組成物であって、ビヒクル成分として－50℃～－30℃のガラス転移温
度を有する合成ゴム系重合体粒子(A)を主成分とし、これに－60℃～－40℃のガラス転移
温度を有するアクリル系重合体粒子(B)を副次量含有させてなるものである。
【０１５６】
本発明の水性被覆用組成物は、このように構成されることによって、優れたエアレススプ
レー塗工性を有しており、一回の塗工で、比較的厚い塗膜、例えば600μm以上などの厚い
塗膜を形成するときにも、その乾燥工程で該塗膜にフクレやクラックを生ずることが無く
、且つ、形成された塗膜が、例えば300μm程度の、この種塗膜としては比較的薄い場合に
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も優れた耐チッピング性を有する。また最近、金属基材として従来から使用されてきた鉛
－錫合金鋼鈑が、鉛の環境上の問題から敬遠されるようになっており、これに代わる鉛フ
リーの基材、例えばアルミメッキ鋼鈑及び錫－亜鉛メッキ鋼鈑等の基材は、従来の鉛－錫
合金鋼板に比較して塗膜の密着性が不十分となりがちであるが、本発明の水性被覆用組成
物による塗膜は、これらの新規な基材に対する密着性が優れている。
【０１５７】
さらに本発明の水性被覆用組成物は、一度塗装に用いた後の残液を廃棄することなく、新
規な水性組成物をつぎ足してリサイクル使用することができるという卓越した特性を有し
ている。
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